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 大規模伝搬性電離圏擾乱(LSTID)は、周期が１-2 時間程度で 1000-2000km 程度の空間スケールを持つ、極側か

ら赤道側に伝搬する電離圏の密度擾乱現象である。Tsugawa et al. (2004) が行った GPS データの統計解析により、

LSTID は地磁気活動度ときわめて相関がよいことが判明しており、極域の地磁気擾乱現象が発生源になっているこ

とが容易に推察できる。しかしながら、その発生・伝搬・減衰メカニズムについては、不明な点が数多く残されて

いる。 

 前回の学会において、我々は SuperDARN レーダーネットワークのデータを用いて、極域における LSTID 現象

が電離圏構造の上下変動として観測できることを示し、しかもこの現象と中緯度における大規模 TID 現象とが密接

に関連していることを確認した。2002 年 7 月から 2003 年 12 月までの日本国内の国土地理院 GPS ネットワーク

(GEONET)データおよび SuperDARN データを用いて、中緯度で LSTID が観測された時の高緯度における電離圏擾乱成

分の有無を調べたところ、中緯度 LSTID 現象が観測されたイベントに対応する期間(伝搬時間を考慮すると約 2 時

間前)において、アラスカ King Salmon および Kodiak に位置する SuperDARN レーダー(日本に最も近い視野を持つ

レーダー)で十分なエコーが受かっている例はそれぞれ 6 例および 17 例あった。これらのイベントのそれぞれ 1

例を除く全ての例において、SuperDARN レーダーデータにおいて対応すると思われる現象(ground scatter エコー

における Doppler 速度の 1-2 時間周期の変動)が見いだされた。 

 SuperDARN は二次元観測のデータを 1-2 分という高時間分解能で得ることが可能であり、LSTID についても波

動の伝搬方向、速度等のパラメータを容易に入手することが可能である。前回の発表では現象の有無を確認するだ

けであったが、今回の講演においては現象の各パラメータ(伝搬速度や波長など)の中緯度ー高緯度間の関連性につ

いて詳しい議論を行う予定である。 


